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礫と化した街を歩きまわっ 。もとも 耐震性を考慮した建物 少なかったため ほぼすべての建物は粉々の瓦礫となり、その光景はあたかも空襲を受けた焼け野原の街のようだった。
　いや正確にいうなら、私は米軍による空

























亡くした子ども 存在だった。いくつかの小学校に協力してもらって 両親のうちどちらかが震災で死亡した児童の数を調べてみると、三〇人や四〇人はすぐに確認できる有様だった。広大な被災地 中でいい何人くらいの児童が親を亡く のか見当もつかない。こうした児童もま 数字には表れにくいまぎれもない「隠れた被災者」なのだ。
　孤児の数の多さに愕然とした私は小さな
ＮＧＯを立ち上げ （ＮＧＯウジャマー ・ ジャパン） 、そうした児童約八〇人に対してささやかながら就学資金の提供を行っている。それでも、焼け石に水、の感は否めない。
　震災直後は世界各国から援助関係者やマ



















りひとりと話をすると、いまだに震災の後遺症から完全には抜け出していないことがすぐわかる。特に深刻なのが 先に述べた両親を亡くした児童の存在。特に父親を亡くすと、父権の強いパキスタンという国柄ゆえ、その子が就学を継続でき くなるケースが多い。また夫 亡くした妻につても同様だ。
　イスラムでは基本的に夫は「外」で仕事
をし、妻は「家」のなか 守る、 いう役割分担になっている。だから夫を亡くした妻は、 「外」の世界から遮断されてしまうことになる。 極端な話、 女性だけではバザールで買い物をすることすらできない だ。生活に困り、再婚する妻 多 。こうしたイスラム特有の事情は、外国人にはなかかわかりづらいものであ 。
　「顔が見える援助」という言葉を最近よ









仕 事 も 手 に つ か
ず、毎日悲嘆に暮
れながら墓のそば
に座り込んでいた
母親を震災で亡くした少年は、花を手向けるために毎日、真新しい墓地へ通っている
地震により校舎が全壊
した後しばらくたっ
て、ユニセフから贈ら
れたテントで授業が再
開された。信じられな
いことだが被災から４
年目になってもテント
の仮校舎で授業が行わ
れている学校はかなり
の数にのぼる。
